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概 要 

 

動物実験施設利用者の協力により、戸山庁舎、村山分室と

もに滞りなく運営管理が行われた。特に、村山分室におい

ては、四号棟の改修工事により、霊長類を利用する実験が

できなくなり、検定や実験が筑波霊長類センターで行わざ

るを得なくなり、それらに関わる利用者には多大の不便を

かけたが、平成１４年 8月より運用が開始された。改修さ

れた四号棟は地下一階地上二階で、地下部分が霊長類の飼

育、地上一階が霊長類の実験部分、地上二階が齧歯類等の

飼育と実験部分となっており、霊長類を用いた実験に関し

ては、旧四号棟に比してかなり利用しやすくなっている。

一方、齧歯類等においては、四号棟に新たに飼育スペース

が出来たことより、運営に余裕を持って対応出来るように

なった。皆様の協力に感謝する。さらに、六号棟に BSL3

に対応する動物実験区が新たに設けられることとなり、バ

イオセーフティ管理室と協力して、導入機器等の選定に係

わった。平成１５年度から運用が開始される。 

戸山庁舎においても、利用者の協力により平穏に管理運営

が行われた。 

国際協力に関しては、平成１４年１１月から１２月にかけ

て、国際協力事業団の要請により浅野敏彦がタイ国 NIH

に専門家として派遣された。内容は、実験動物に関する技

術指導、特に GLPと感染実験におけるそれである。 

動物管理室の研究は、昨年度に引き続き実験動物の感染症

に関する研究、サルの病理学的研究、感染症に関するモデ

ル動物の開発研究が進められた。 

なお、浅野が責任者として年報を書くのはこれが最後であ

り、次年度からは新しい室長のもとで、動物管理室が運営

されるので、戸山庁舎および村山分室の動物管理区が利用 

 

 

者にさらに利用されやすい施設になるものと期待してい

る。 
 
動物管理区の利用状況 
 
戸山庁舎と村山庁舎の動物管理区において、利用登録され

ている職員等の人数はそれぞれ、戸山庁舎 404 人、村山

庁舎 147人である。（平成 15年 3月 31日現在） 

 
Ⅰ 実験動物施設利用者講習会 

 

開催月日 開催場所 受講者数（人） 

４月３日 戸山 ３０ 

４月１１日 村山 １２ 

６月４日 戸山 １１ 

７月３０日 戸山 １ 

８月２日 戸山 １２ 

９月３日 村山 ６ 

１０月２日 戸山 ６ 

１０月１６日 戸山 １ 

１１月１１日 戸山 １ 

１１月２６日 戸山 １ 

１２月３日 戸山 ３ 

１２月４日 村山 １２ 

２月４日 戸山 ５ 

合計  １０１ 

イタリック文字は臨時講習会（外国人等） 

 



動物管理室 

Ⅱ 微生物モニタリング 

戸山庁舎、村山庁舎の各飼育室にモニター動物を配置し, 

月一回定期的にモニタリングを行っている。 

 

Ⅱ-1 戸山庁舎  

 

Ⅱ-1-(1) マウス 

 緑膿菌, サルモネラ, 腸粘膜肥厚症菌, パスツレラ, 

ネズミコリネ菌, マイコプラズマ（主要臓器培養）, MHV, 

HVJ, マイコプラズマ, Tyzzer 菌, エクトロメリア（血清

学的検査, ELISA 法・CF 法）, ジアルジア, スピロヌクレ

ウス, ネズミ盲腸蟯虫, ネズミ大腸蟯虫, 疥癬ダニ（鏡

検）について, 延べ 426 匹検査したところ, 全て陰性であ

り, 飼育室は清浄に保たれている。(滝本一広,  中山一栄,  

星谷 武,  増子芳郎,  浅野敏彦) 

 

Ⅱ-1-(2) モルモット 

緑膿菌, サルモネラ, 溶血連鎖球菌, 肺炎球菌, 気管

支敗血症菌（鼻腔拭き取り検査）について延べ 33 匹, HVJ, 

Tyzzer 菌（血清学的検査, CF 法）, コクシジウム（鏡検）

について 6 匹検査したところ, 全て陰性であり, 飼育室

は清浄に保たれている。(中山一栄,  滝本一広,  星谷 

武,  増子芳郎,  浅野敏彦) 

 

Ⅱ-1-(3) ウサギ 

 緑膿菌, ブドウ球菌, サルモネラ, パスツレラ, 気管

支敗血症菌（鼻腔拭き取り検査）について延べ 22 匹, HVJ, 

Tyzzer 菌（血清学的検査, CF 法）, コクシジウム, 疥癬

ダニ（鏡検）について 4匹検査したところ全て陰性であり, 

飼育室は清浄に保たれている。(中山一栄,  滝本一広,  

星谷 武,  増子芳郎,  浅野敏彦) 

 

Ⅱ-2  Pneumocystis carinii 汚染検査 

 Pneumocystis carinii は免疫機能が正常な動物では感

染しても発症することがないが、免疫不全動物が感染した

場合、重篤な肺炎を発症し死に至る。当研究所に搬入され

た P. carinii 陽性マウスの SPF 化の確認検査をきっかけ

に、他の利用者が飼育している動物についても検査したと

ころ、免疫不全動物に限らず、免疫機能が正常でも P. 

carinii に感染している動物が認められた。P. carinii

不顕性感染マウスが免疫不全動物に対する汚染源である

かは明確ではないが、免疫不全動物の隔離飼育等の対策が

必要であるかもしれない。(滝本一広,  中山一栄,  星谷 

武,  増子芳郎,  浅野敏彦) 

 

Ⅱ-3 村山庁舎 

 

Ⅱ-3-(1) マウス 

サルモネラ、腸粘膜肥厚症菌、パスツレラ、ネズミコリ

ネ菌、マイコプラズマ（以上培養）、マイコプラズマ、MHV、

HVJ、Tyzzer 菌、エクトロメリア（以上血清学的検査—ELISA

法、CF 法、IFA 法）の項目について延べ 176 匹を検査した

ところ全て陰性であり飼育室は清浄に保たれていた。 

（須崎百合子、松野久美子、矢部美機子、山田保利、網 康

至、山田靖子） 

 

Ⅱ-3-(2) モルモット 

緑膿菌、溶血連鎖球菌、肺炎球菌、サルモネラ、気管支

敗血症菌（以上鼻腔拭き取り培養検査）、HVJ、Tyzzer 菌

（以上血清学的検査—CF 法）について延べ 72 匹を検査し

たところ全て陰性であり、飼育室は清浄に保たれていた。 

（松野久美子、須崎百合子、矢部美機子、吉岡利夫、小川

敏雄、網 康至、山田靖子） 

 

Ⅱ-3-(3) ウサギ 

サルモネラ、ウサギパスツレラ、気管支敗血症菌（以上

鼻腔拭き取り培養検査）、HVJ、Tyzzer 菌（以上血清学的

検査—CF 法）について延べ 72 匹を検査したところ全て陰

性であり、飼育室は清浄に保たれていた。 

（須崎百合子、松野久美子、矢部美機子、大池正明、網 康

至、山田靖子） 
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研 究 業 績 
 
Ⅰ 実験動物の感染症に関する研究 

 
Ⅰ-１ ワクシニアウイルスを利用した希少実験動物の抗

体検査法の検討 

マウスの Ectromelia、ウサギの Rabbit pox, サルの

Monkey pox の原因ウイルスは Orthopoxvirus 属に分類さ

れるポックスウイルスで、同じ属のワクシニアウイルスと

抗体反応が交差する。当管理室ではワクシニアウイルスを

用いて抗原を作製し、マウス、ウサギの抗体検査を行って

いる。ワクシニアウイルスの宿主域の広さを利用してスナ

ネズミ、ハムスターの感染血清を得、これら希少実験動物

の抗体検査法を検討した。２次抗体としてハムスターでは

抗ハムスター及びprotein A、スナネズミでは抗マウスIgG

の使用で良好な ELISA 反応が確認された。 

（山田靖子、矢部美機子） 
 
Ⅱ モデル動物の開発 

 

Ⅱ-1 感染症モデル動物の開発と病態解析 

  麻疹ウイルスの脳内侵入経路を明らかにする目的で、
麻疹ウイルスを 5頭のカニクイザルに経鼻接種後、そのう

ち 3 頭については、ウイルス血症の極期である、感染 7

日後に、末梢血より単核細胞を分離し、同一個体の視床に

接種し、脳内における麻疹ウイルスの持続感染について検

討を行った。 

感染３週後、すなわち感染自己単核細胞脳内接種後 2週で、

対照群、実験群１頭づつ解剖し、脳からのウイルス分離を

試みたが、陰性であった。残りのサルについては引き続き

臨床観察を行っている。 

［網 康至、須崎百合子、小船富美夫1）、小長谷昌功1）   

 （1） ウイルス第３部）］ 
 
Ⅱ-2 低分子化合物Gal Xの GM1ガングリオシドーシス治

療効果について 

 

Ⅱ-1-(1) Gal X の 1 週間投与による蓄積糖脂質量の変化 
 Gal X は培養細胞系で酵素復元効果が認められており、

β-ガラクトシダーゼノックアウトマウスを用いて GM1 お

よびアシアロ GM1 の蓄積量に対する効果について調べた。

3ヶ月齢の BK48 マウスに Gal X 1mM あるいは Gal X 0.1mM

を飲水に混ぜて 1 週間投与し、大脳の GM1, アシアロ GM1

含有量を非投与群と比較したが、全群で GM1, アシアロ

GM1 含有量に差は認められなかった。また、同様に 6ヶ月

齢の BK48 マウスに Gal X 1mM を飲水に混ぜて 1 週間投与

し、大脳および肝臓の GM1, アシアロ GM1 含有量を非投与

群と比較することにより、その治療効果について検討した。

大脳では、全群で GM1, アシアロ GM1 含有量に差は認めら

れなかった。肝臓では全群ともに GM1 は検出されず、アシ

アロ GM1 は投与群の方が増加する傾向が認められた。 

［滝本一広, 松田潤一郎1）, 鈴木 治1）, 高野 薫1）, 浅

野敏彦（1）獣医科学部）］ 
 
Ⅱ-1-(2) Gal X の 5 週間投与による蓄積糖脂質量の変化 

 5 週齢の BK48 マウスに Gal X 1mM を飲水に混ぜて 5 週

間投与し、大脳の GM1, アシアロ GM1 含有量を非投与群と

比較することにより、その治療効果について検討したが、

GM1, アシアロ GM1 含有量に差は認められなかった。 

［滝本一広, 松田潤一郎1）, 鈴木 治1）, 高野 薫1）, 浅

野敏彦（1）獣医科学部）］ 

 

Ⅲ ワクチン品質管理試験に用いる実験動物に関する研

究 

破傷風トキソイド力価試験におけるマウス系統間およ

び亜系統との感受性の差を検討したところ、Slc:ddY に比

較して、Slc:ICR では、有意に低値を示した。この現象は、

１ケージ１０匹飼育条件下で認められ、５匹飼育では認め

られないこと、C57BL/6 との F1 では認められないことを

明らかにした。Slc:ICR が遺伝的要因によりストレスに対

し感受性が高く、抗体産生能の低下が引き起こされたこと

が原因と考えられた。 

［網 康至、福田 靖1）、須崎百合子、高橋元秀1）  

（1）細菌第２部）］ 
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